
えがお・げんき・あいさつ   
いっぱいの夏休みに 

第 1 学期が７月１８日

（金）に終了しました。「本

当にあっという間でした」こ

の日の朝、園庭で挨拶を交わ

したある保護者の方がしみ

じみと話されましたが、まさ

にその通りです。４月からこ

れまで、子どもたちは毎日夢

中で遊び、友達とたくさん関

わり、いろいろな経験を積み

重ねてきました。その中で、

遊びを作り出す面白さや友

達と力を合わせる大切さな

ど、多くのことを学んできま

した。子どもたちを近くで見

守ってきた私たち職員、そし

て保護者の方々も子どもた

ちの成長をひしひしと感じ

たのではないでしょうか。 

さて、保護者や地域の皆

さまには、いろいろな場面で

幼稚園を支えていただきありがとうございました。

皆さまのお陰で充実の１学期を終えることができ

ました。いよいよ夏休みに入りましたが、子どもた

ちや皆さまにとって「えがおいっぱい・げんきいっ

ぱい・あいさついっぱいのすてきな夏休み」（終業

式の中で子どもたちにも話しました）になることを

願っています。８月 29日（金）、一層たくましく

なった子どもたちに会えることを楽しみにしてお

ります。 

終業式で１学期の振り返り 

４月からこれまでの園生活を振り返り、さらに、

安全で楽しい夏休みを迎えることができるように

最終日の７月１８日（金）、第１学期終業式を行い

ました。今回は、子どもたちの発達段階などを考慮

し、前半は年長児と年中児、後半は年少児の２部制

としました。 

第１部では、年長児

から１学期に取り組

んだことの中から、楽

しかったことやがん

ばったことなどの紹

介がありました。「瀬

戸屋敷に行って昔遊

びをしたことが楽しかったです」「ブレーメンの音

楽隊をして楽しかったです」「キュウリの太いのが

とれました」など、たくさんの思い出をスライドを

使いながら語っていました。さぞかし１学期が楽し

かったのでしょう。発表した子の目がキラキラと輝

いていました。 

第２部では、式のは

じめに年少児全員で

「アイスクリーム」の

歌を元気いっぱい伸

び伸びと歌いました。

その後、第１部と同じ

ようにスライドで１

学期を振り返った後、絵本の読み聞かせ、夏休み「９

つの約束」を確認し合いました。式の始めから終わ

りまで、年少の子どもたちはしっかり話を聞くこと

ができました。子どもたちの成長を実感しました。 

最後に園歌を歌って１学期を締めくくりました。

３学年すべての子どもたちが終業式に真剣に参加

していました。さすが開成幼稚園児、みんなみんな

すてきさんです。４１日間の長い夏休み、元気いっ

ぱいに過ごしてください。 

心豊かな「すてきさん」つくり ～ えがお ・ げんき ・ あいさつ ～ 
かんがえ，やってみる子 いたわり，助け合う子 せいいっぱいがんばる子 いきいきと元気な子 

開成町立開成幼稚園 

たいよう通信 
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発行日：令和７年７月 2２日（火） 

発行者：園長 杉山 孝史 
「万が一に備える」 
職員による消火訓練 

～夏休み「９つの約束」～ 
①早寝：夜遅くまで起きてないで早く寝る 

②早起き：遅くまで寝ていないで早く起きる 

③自分で：自分でできることは自分でする 

④帽子：外出するときは帽子をかぶる 

⑤うがい：外から帰ったらうがいをする 

⑥手洗い：外から帰ったら手を洗う 

⑦交通事故：道に飛び出さない 

⑧ゆうかい：一人だけで遊ばない 

⑨花火：大人と一緒にする 

※最近、水の事故がよく報道されています。 

水遊びにはくれぐれもご注意ください。 
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冷たいアイスクリーム、食べて
ください（年少児） 

鳥見行公園の水遊び、水が冷た
くて気持ちいい（年中児） 

畑で育てた枝豆が、こんなにた
くさんとれました（年長児） 

スライドで思い出を紹介する年長児 

「アイスクリーム」を歌う年少児 



町庁舎に手形アート 

 年少の子どもたちと保護者の皆さん、そして年

中の子どもたちが共同で製作した手形アート・虹

の絵が、町役場 1階町民プラザに飾られていま

す。これは、町政施行 70 周年を記念して開成幼

稚園が独自に企画し、町教育委員会の協力を得て

取り組んだ活動です。 

自分たちが作った絵を

一目見ようと７月３日

（木）、年少の子どもた

ちが園バスに乗って町庁

舎を訪れました。町民プ

ラザに着くと、あじさい

ちゃんが子どもたちを出迎えてくれました。思い

もよらなかったあじさいちゃんの登場に子どもた

ちは歓喜いっぱいです。「あじさいちゃんだ～い

好き」とあじさいちゃんに抱きつく子もいまし

た。自分たちの作品が窓ガラスいっぱいに貼られ

ている様子を見て大満足の子どもたちでした。 

その後、再び園バスに乗り込み、七夕笹飾りを

見るために瀬戸屋敷へ向かいました。笹に飾られ

た短冊には、子どもたち一人一人の願い事が書か

れてあり、風にゆれ太陽の光を浴びてキラキラと

輝いていました。お昼になり、今日の楽しかった

出来事を思い出しながら、子どもたちはお弁当を

おいしそうに食べていました。 

魅力あるぐるんぱクラブ 

今年度から開設時間を拡大し、利用条件を緩和

した預かり保育・ぐるんぱクラブ。参加者も徐々

に増え、多い日には一日２０人を超える子どもた

ちでにぎわっています。預かり保育をもっと楽し

んでもらおうと、担当者は様々な企画を用意して

子どもたちの利用を待っています。 

７月３日（木）と７日７日（月）の２日間、伝

統行事「七夕」にちなんだプラネタリウム作りを

企画しました。２日間の参加者総数はのべ３６

人、数名ずつのグループに分かれて工作をしまし

た。牛乳パックの４つの側面がそれぞれ三角形に

カットされ、所々に光を通すための小さな穴が開

けられています。その穴をセロテープで貼り、サ

インペンで好きな色を塗り、三角形どうしをつな

ぎ合わせて完成させました。LDEライトをその中

に置けば、穴からこぼ

れた光が色とりどりに

美しく輝きました。自

分で作った自分だけの

作品に笑顔がこぼれた

子どもたちでした。 

預かり保育は、学級や学年の枠を超えた子ども

たち同士の交流を通して、豊かな学びやふれあい

を深める貴重な場になっています。今後も、楽し

い企画なども取り入れながら、魅力あるぐるんぱ

クラブを目指してまいります。 

 

歌
う 

▼
今
年
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
は 

連
日
多
く
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
た
よ
う
で
す
。
前
号
の
「
た
い
よ
う
通
信
」

で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
年
長
の
子
ど
も
た
ち
は
開
催
期
間
中
の
一
日
、
ま
つ
り

の
メ
イ
ン
会
場
で
大
勢
の
お
客
さ
ん
を
前
に
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。
緊

張
し
な
が
ら
も
見
事
に
歌
い
切
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
会
場
か
ら
温
か
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
先
日
、
れ
ん
げ
組
の
２
人
の
子
が
作
っ
た
「
あ
じ
さ
い
だ
い
す

き
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
♪
あ
じ
さ
い
あ
じ
さ
い
だ
い
す

き 

あ
じ
さ
い
あ
じ
さ
い
か
わ
い
い
な 

あ
じ
さ
い
あ
じ
さ
い
す
て
き
だ
な 

あ
じ
さ
い
あ
じ
さ
い
ハ
ッ
ピ
ィ
♪
明
る
い
曲
に
合
わ
せ
て
テ
ン
ポ
よ
く
身
体
を

動
か
す
様
子
を
見
て
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
▼
中
国
南
部
の
美
し
い

山
岳
地
帯
に
暮
ら
す
少
数
民
族
・
ト
ン
族
に
は
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
り
ま
す
。 

♪
歌
わ
な
け
れ
ば
歌
が
も
っ
た
い
な
い 

働
か
な
け
れ
ば
人
は
飢
え
て
し
ま
う 

働
き
歌
お
う 

農
期
を
逃
が
せ
ば
収
穫
は
減
る 

青
春
を
逃
が
せ
ば
人
は
老
い

て
し
ま
う
♪
長
い
間
、
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
ト
ン
族
で
は
「
食
事
は
体
を
養
い
、

歌
は
心
を
養
う
」
と
い
う
金
言
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
歌
で
伝
え
て
き
ま
し

た
。
「
詩
歌
の
大
海
原
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
音
楽
を
大
切
に
し
て
お
り
、
ト
ン
族

の
伝
統
音
楽
「
ト
ン
族
大
歌
」
は
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
近
頃
で
は
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
歌
が

若
い
人
に
引
き
継
が
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
▼
五
月
に
は
「
こ
い

の
ぼ
り
」
、
梅
雨
の
時
期
に
は
「
カ
エ
ル
の
合
唱
」
、
七
夕
の
頃
に
は
「
た
な
ば

た
さ
ま
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
は
季
節
や
行
事
な
ど
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
歌
っ

て
き
て
い
ま
す
。
歌
う
こ
と
は
、
自
然
や
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
、
豊
か
な
感
性

を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
楽
し
い
思
い
出
作
り
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。
「
く
ち
び
る
に
歌
を 

い
つ
も
心
に
太
陽
を
」
ド
イ
ツ
の
詩
人
ツ
ェ
ー
ザ

ル
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
レ
ン
の
詩
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
が
、
周

り
の
人
々
に
喜
び
を
届
け
、
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
を
こ
れ
か
ら
も
願
っ
て
い
ま
す
。 


